
 

 

 

 

共生社会づくりに向けたシンボルマークの決定及び 

啓発リーフレット等の作成について 

 

 

 令和元年１０月に施行した「障害のある人もない人も共に暮らしやすい石川県づくり条

例」（共生社会づくり条例）について、条例の普及啓発の一環として「いしかわ共生社会

実現」のシンボルマークのデザインを公募していたところであるが、審査の結果、下記の

とおり決定した。 

 また、共生社会づくりに向けた啓発用のリーフレット、ホームページを作成したことを

お知らせする。 

 

 

１．シンボルマーク採用作品（最優秀賞）  

   作者 小出
こ い で

 茂
しげる

 氏 

（静岡県在住、デザイナー） 

【作品の説明】 

障害のある人もない人もそれぞれの個性を組

み合わせて顔に見立て、笑顔で交わっているイ

メージを表現している。 

作者は、見た人がホッコリできるようなマー

クを目指したということである。 

   

   応募数：３５１点〔 県内５１点、県外３００点（４０都道府県） 〕 

 

 

２．共生社会づくり啓発リーフレット「みんなでつくるくらしやすいまち」 

 共生社会づくり条例の目的や内容について、イラストを用いてわかりやすく説明し

たパンフレット（２種類）を作成した。市町や学校、事業所など県内に広く配布するこ

ととする。 

  ※「一般向け」「わかりやすい版」の２種類作成し、「わかりやすい版」は、知的障害のある方

や、児童にも理解していただけるよう、易しい表現にしている。 

 

３．共生社会づくり特設ホームページ「みんなでつくるくらしやすいまち」 

 共生社会づくりの推進のため、障害の特性や、障害に応じた配慮方法などを分かりや

すく理解できるよう、豊富な事例とイラストを用いて解説したホームページを作成し

た。   

  →「石川県 共生社会づくり」で検索 

令和 2年 4月 15日 

健康福祉部障害保健福祉課 

課長 田村 博 

内線 4080 

外線 076-225-1428 



だ れ も が 暮 ら し や す い 社 会 を 考 え よ う

令和元年10月施行

障害のある人もない人も

共に暮らしやすい石川県づくり条例

（共生社会づくり条例）

石川県

石川県では、障害を理由とする差別をなくし、障害のある人もない人も日常生活や社会生活で

共に支え合いながら共生する社会の実現を目指して、障害のある人もない人も共に暮らしやす

い石川県づくり条例（共生社会づくり条例）を制定しました。

誰もが暮らしやすい社会にするために、県民一人ひとりができることから取り組みましょう。

不当な差別的取扱いの禁止 合理的配慮の提供

義務 義務

事業者 県民行政

努力義務義務

事業者 県民行政

本冊子はUni-Voiceコードを掲載しています。



「何かあったら大変だから」、

「障害者はこういうことをす

るから」という声も聞かれますが、「障害者」と

ひとくくりにすることは不適切です。できない

理由を探すよりも、どうすれば受け入れられる

かを前向きに考えてください。

もし、正当な理由がある場合は、障害のある人

にその理由を説明し、理解を得るように心がけ

てください。

石川県　共生社会づくり 検索

それぞれの障害の特性や必要な配慮について、

ホームページで解説しています。

正当な理由なく、障害があることを理由にして、サービスや物の提供を

拒否したり、利用を制限したり、障害がない人にはつけないような条件

をつけたりするなど、不当な扱いをしてはいけません。

不当な差別的取扱いの禁止

　車いすや補助犬を理由に入店（参加）を拒否する。 　「障害のある人は参加しなくていい」と言う。

　障害者への対応を後回しにする。
　イベントの参加に、保護者（介助者）の付き添いな

　どの条件をつける。

　障害のある人の存在を無視したり、心ない言葉で

　傷つけたりする。

たとえば、このようなことはしてはいけません。

Poi
nt



　目の前の人が何に困っているのか、その人の状況に応じて配慮してください。

　もし、配慮の負担が重すぎる場合は、代わりの方法も提案しながら、障害の 

　ある人にその理由を説明し、理解を得るように心がけてください。

障害者から、配慮してほしいという意思の表明があった場合に

は必要な配慮をしましょう。

合理的配慮の提供

お手伝いしましょうか？ お願いします

Aランチはパスタ

Bランチはピザで

　耳が聞こえない人と、手話や筆談でコミュニケー

　ションをとる。 　段差で車いすを押す。

　目が不自由な人にメニューを読み上げたり、食事

　の内容や食器の位置を具体的に伝える。

　知的障害のある人に、簡単な言葉やイラストを

　使って説明する。

　内部障害のため疲れやすい人には、重い荷物を代

　わりに持ったり席を譲ったりする。

　困っている障害者を見かけたら、積極的に声をかけ、

　支援できることはないか確認することも大切です。

たとえば、このような配慮をしましょう。

Po
in
t



物理的なもの

制度的なもの

慣習によるもの

意識によるもの

歩道や出入り口の段差や障害物など、利用しにくい施設や設備

障害があることを理由に資格や免許の取得を制限するような仕組み

障害のある人のことを考えていないイベントや行事などのやり方

障害のある人に偏見を抱いて、一方的に決めつけたり、無視するようなこと

相談先　差別を受けて困っている、障害のある人への配慮の仕方が分からない、などのご相談に応じます。

　石川県障害者権利擁護サポートデスク
　電話 076-225-1464　FAX 076-225-1429　Mail  shofuku2@pref.ishikawa.lg.jp
　※お住まいの市町にも相談窓口があります。

発行　石川県健康福祉部障害保健福祉課　〒920-8580 金沢市鞍月1丁目1番地

障害のある人が日常生活や社会生活を送る上で、さまざまな困難や妨げとなっているもの・原因をいいます。

制定の趣旨

県民一人ひとりが、支え合いの心により、社会的障壁を取り除くよう努力することで、全て

の県民が障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いなが

ら共生する社会の実現を目指します。

それぞれの責務及び役割

① 県・市町の責務 ・・・・・・・・・・ 共生社会に向けた施策の推進

② 県民・事業者の役割 ・・・・・・ 障害や障害者に対する理解を深める、県や市町の施策への協力

③ 障害者の役割 ・・・・・・・・・・・・ 必要な支援などを可能な範囲で周囲に伝える

石川県の基本施策

① 普及啓発　　　　　　　　　　　

② 地域コミュニティの環境づくり

③ 共に学び合う交流の機会の充実

④ 教育の推進

⑤ 雇用及び就労の促進

⑥ 意思疎通等のための手段の確保

⑦ 文化芸術活動の推進

⑧ 障害者スポーツの振興

いしかわ共生社会実現

シンボルマーク

石川県の共生社会の実現を目

指すシンボルマークです。

障害のある人もない人もそれ

ぞれの個性を組み合わせて顔

に見立て、笑顔で交わっている

イメージを表現しています。

共生社会づくり条例について

ヘルプマーク

外見から分からなくても援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を必要

としていることを知らせることで、援助を得やすくなるよう、作成したマークです。ヘル

プマークを身に着けた方を見かけた場合は、思いやりのある行動をお願いします。

社会的障壁（バリア）とは



差別をしては

いけません

さべつ

やさしい

心くばりを

しましょう

こころ

石川県
いしかわけん

石川県では、障害のある人への差別をなくし、障害のある人とない人とで分けるこ

となく、おたがいに支え合いながら生きることができる社会を目指しています。

みなさん一人ひとりが、できることから取り組みましょう。

いしかわけん しょうがい ひと さべつ

しゃかいいささ あ

ひとり と く

めざ

しょうがい ひと ひと わ

障害のある人もない人も

共に暮らしやすい石川県をつくろう
とも

ひとしょうがい ひと

く いしかわけん

だ れ も が 暮 ら し や す い 社 会 を 考 え よ う
く しゃかい かんが



イラストのようなことを

されたら、どんな気持ちに

なるか考えてみましょう。

差別をしてはいけません

障害のある人にとって、どん

な心くばりをされるとうれ

しいか考えてみましょう。

車いすの人や、ほじょ犬を連れた人を

お店に入れない。

「障害のある人は参加しなくていい」と

言う。

障害のある人との話を後回しにする。 イベントの参加に、親の付きそいを条件

にする。 

障害のある人をむししたり、ばかにしたり

する。

たとえば、このようなことはしてはいけません。

さ べ つ

い

しょうがい

みせ

くるま

い

けんひと つ ひと ひと さんか

しょうがい はなしひと あとまわ おや つさんか じょうけん

先にならんで

いたのに・・・

しょうがい ひと

しょうがい

き も

ひと

こころ

かんが

かんが

障害があるからといって、よくないあつかいをしたり、仲間外れ

にしたりして、障害のない人とちがう対応をしてはいけません。

しょうがい なかまはず

しょうがい ひと たいおう

ほかの人はひとりで

参加できるのに・・・

ひと
さき

さんか



やさしい心くばりをしましょう

5 メートル先を

右に曲がります

耳がきこえない人と、手話をしたり、紙に

書いて話をする。

だんさで車いすをおす。

目の見えない人に、道を案内する。 むずかしい言葉がわからない人に、わかり

やすい言葉や絵を使って話す。

つかれやすい人のにもつを持つ。 こまっている人がいたら、手伝えることが

ないか声をかける。

たとえば、このような心くばりをしましょう。

お手伝いしましょうか？ お願いします

こ こ ろ

障害のある人がこまっているときには、相手のことを考えて、

心くばりや工夫をしましょう。

しょうがい ひと あいて

こころ

みみ

か はなし

しゅわひと かみ

め み ひと みち あんない ことば ひと

ことば え つか はな

もひと ひと

こえ

てつだ

てつだ

さき

みぎ ま

くるま

かんが

くふうこころ

ねが



 相談先　差別をされてこまっているなどの相談をききます。

　石川県障害者権利擁護サポートデスク

　電話  076-225-1464　FAX  076-225-1429　Mail  shofuku2@pref.ishikawa.lg.jp

　※住んでいる市や町にも相談できます。

発行　石川県 健康福祉部 障害保健福祉課　〒920-8580 金沢市鞍月1丁目1番地

あなたの住んでいるまちで、障害のある人がこまってしまうことはありませんか？

絵の中で、どんな心くばりができるか考えてみよう。

す しょうがい

かんがこころえ なか

ひと

共に生きる社会を考えてみよう
と も い し ゃ か い か ん が

か な ざ わ し く ら つ き 1 ち ょ う め 1 ば ん ちいしかわけんはっこう

す し まち そうだん

でんわ

け ん こ う ふ く し ぶ

い し か わ け ん し ょ う が い し ゃ け ん り よ う ご

そうだんさき さべつ そうだん

し ょ う が い ほ け ん ふ く し か

共に生きる社会をつくるた

めの石川県のマークです。

いろんな個性のある人が

笑顔になっているイメージ

です。

シンボルマーク
とも い しゃかい

いしかわけん

こせい ひと

えがお

ヘルプマーク

見た目では分からなく

ても、心くばりや手助け

が必要ということをまわ

りの人に知らせることの

できるマークです。

み め わ

ひつよう

こころ てだす

ひと し

△○えき
じこ

事故で
でんしゃ

電車が　 とまっています

？

なんで
こないのかな？



９９’１ ，

ａｌ

り
　
　

１

一ｙ
● 「障害のある人もない人も共に暮らしや すい石川県づくり条例」が施行されました（令和元年10

月1 日）
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● 障害者差別解消 法について

マ

● 共生社会づくり条例について

・ 条例の趣旨

ド 不当な差別的取扱いについて

卜 合理的配慮について

・ 石川県の取り組み（啓発、相談窓口）

卜 障害を知る

ト サポート方法

ト ヘルプマークについて
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